

























































2.1  「情報分析演習」(旧「情報リテラシー演習 2」)について 
 
「情報分析演習」の演習は、おおむね次のような体制で実施している。 
・ 履修者数：25～40 名（端末室の大きさに依存） 
・ 教員 1 人と授業補助員（SA）1 名で対応学生をサポート 
※SA は大学院生である TA とは異なり、学生を指導することはできない。出欠確認・   
 資料配布および課題やレポートの回収・端末操作支援、機材運搬などが主な業務となっている。 
・ 毎回課題を出題し、その次の授業時に回収 
・ 使用テキスト：授業用の Web ページ（スケジュール、主な演習内容を記載）、「情報処理入門」(専修大
学出版会)、データベース演習用テキスト(本科目独自教材、2009 年度より)、統計解析ソフト SPSS 演
習用テキスト(本科目独自教材) 
 
2.2  2 年次以降の科目との関連 
 





ために IT を活用できるスキルを身につけることを目的としている。 
 




て調査を行った(2008)。その結果は表 1 のような内容である。 
求められるスキルについて「使いこなせる」を 4 点満点にした評価について、オフィスツールについては、
MS-Word、MS-Excel、 MS-PowerPoint の回答平均がインターンシップ生についても、新入社員について
も 3.5 点以上になっている。MS-Access については 3 点には満たないものの、新入社員については 2.92 点で
























表 1 インターシップ生、新入社員に求めるアプリケーションツール言語のスキルに関するニーズ 
（産官学連携先に対する調査） 
1 2 3 4
特に必要ない 使いこなせる
インターシップ生 0 0 9 5 2 3.36
新入社員 0 0 9 5 2 3.36
インターシップ生 0 0 8 6 2 3.43
新入社員 0 0 8 6 2 3.43
インターシップ生 0 1 9 4 2 3.21
新入社員 0 0 10 4 2 3.29
インターシップ生 3 5 2 1 5 2.09
新入社員 0 4 5 3 4 2.92
インターシップ生 2 5 2 2 5 2.36
新入社員 1 4 4 3 4 2.75
インターシップ生 3 1 3 1 8 2.25
新入社員 1 4 1 1 9 2.29
インターシップ生 4 3 2 1 6 2.00
新入社員 1 2 4 3 6 2.90
インターシップ生 4 3 2 1 6 2.00
新入社員 1 2 5 3 5 2.91
インターシップ生 4 3 1 0 8 1.63
新入社員 1 5 3 1 6 2.40
インターシップ生 4 4 1 1 6 1.90
新入社員 2 2 5 3 4 2.75
インターシップ生 4 2 2 0 8 1.75
新入社員 1 3 2 2 8 2.63
インターシップ生 1 5 0 2 8 2.38
新入社員 0 3 3 3 7 3.00
インターシップ生 4 2 2 1 7 2.00
新入社員 2 3 3 1 7 2.33
インターシップ生 3 1 3 1 8 2.25
新入社員 1 3 5 1 6 2.60
インターシップ生 2 1 4 1 8 2.50
新入社員 1 4 4 1 6 2.50
インターシップ生 7 1 0 0 8 1.13
新入社員 5 2 1 0 8 1.50
インターシップ生 8 0 0 0 8 1.00
新入社員 6 2 0 0 8 1.25
インターシップ生 8 0 0 0 8 1.00


























































































を授業内容に取り入れることにした。MS-Access の演習を 4 回の授業で実施するため、MS-Excel、SPSS、




 ・ ガイダンス  
・ MS-Excel による集計(ワークシートの操作、計算式、関数、グラフ、ピボット等) 5 回  
・ SPSS によるデータ処理(統計分析) 1 回 
・ MS-Access によるデータ管理(データベースの説明、データベースの作成、フォームのデザイン、クエ
リ)  4 回 
・ データ分析演習(グループごとに任意のテーマを設定して、既存の公開データまたは独自に得たデータ













































 4 回の演習を通して、履修者は、テキストの演習を通して作成する「文具店 DB」、「住所録 DB」、「履修科
目 DB」、課題で各自が作成する DB と合計４種類のデータベースを扱うことになる。これらの４つの DB に
ついて、データベースの新規作成、各テーブルの作成、主キーの設定、リレーションシップやクエリやレポ
ート作成の操作を経験することによって、データベースの概要と MS-Access の操作方法が習得できる。 
図 1～3 は今回作成したテキストのサンプルである。 
  
図 １ 作成したデータベース管理のテキスト(1) 
  











① 教材作成後・授業利用前の SA によるレビュー(2009 年度授業実施前) 
② 授業実施後履修者および SA にヒアリング(2009 年度および 2010 年度) 
③ 教材に関する専門家によるレビュー 
 
① 教材作成後・授業利用前の SA によるレビュー(2009 年度授業実施前) 
履修者にとってわかりやすい教材であるかどうかを把握するために、事前に学生によるレビューを行っ
た。情報分析演習の SA の 1 人に実際に教材をみて操作してもらうことで、修正すべき点を抽出し、検討し
た。主な修正内容は、専門的な言葉についての詳しい説明の追加、使用している言葉の統一、見やすい画面
のサイズやレイアウトなどであった。それらの点を修正した結果、SA からは、他の Office 関連のソフトウ
ェアと比較して操作が難しいと感じる MS-Access でも独学で学習できるテキストになったとの評価を得た。 
 

























 今回作成した教材について、学生や SA だけでなく、情報教材を作成する業務に携わっていた専門家にも
意見を求めた。その内容について以降に記す。  
 
   最初に実際によく活用されているデータベースを紹介するとわかりやすいのではと思いました。業務
系のデータベースではなくても、そのデータベースでは何がテーブルになっていて、どれをキーとし
て使用できるかとか、例をあげれば伝わりやすいと思います。  
●第 1 回、第 3 回 操作演習＃ 
・各操作演習の最初にある｢実施する内容｣には、操作演習４の｢～を習得｣（第 3 回 P6）のように目標
を掲げる書き方の方がわかりやすいと思いました。例えば、操作演習１の場合、 
｢・データベースの新規作成／デザインビューからのテーブルの新規作成･････｣ 








●第 2 回 P1 および 第 4 回 P1 
＜演習概要＞【課題＃】とありますが、課題の前に“本演習の目標”のような 1 行があると読みやす




































































課題1 p.92 練習 大学志願者の表（前回の練習問題で使用したもの）
課題2 p.93 練習（2問） 同上
課題3 p.95 練習問題S10-1 S10(It's classの学部共通高萩先生「情報処理入門」からダウンロード)
課題4 p.97 練習問題S2-3 S2(練習問題S2-1でダウンロード)
課題5 p.97 練習問題S9-2 S9(練習問題S9-1でダウンロード)
課題6 p.102 練習問題S12-1 S12(It's classの学部共通高萩先生「情報処理入門」からダウンロード)












図 ４ 課題提出用チェック欄（学生が課題を提出する際に課題に貼りつけて提出、2006年度版) 
 
5.2 ワークフロー型課題提出用チェックシートの試行(2007 年度～2009 年度) 





































(図 5 および図 6)。 
 





図 ６ 課題内容一覧(課題提出チェックシート 2007 年度～2009 年度版の添付資料) 
 
 
このチェックシートを 2007年度から 2009年度において 1クラス（飯塚クラス）で用いた効果については、
次のようなものがある。 










このチェックシートは SA からも好評価が得られた。SA は、本学部の 2 年次以上で「情報リテラシー2」(新
カリキュラムでは「情報分析演習」)の成績が優秀で、熱心な学生が担当している。提出物の不備に問題意識
を持っていた SA も、自分の業務が明確になり、それによって品質向上に貢献できていることは、SA のモテ
ィベーションの向上にもつながっているようである。このシートを導入することで、採点や学生指導といっ
た大学院生の TA の業務ではなくても、提出課題のチェックという SA の業務範囲内で、演習の効果を高める
ことができるようになったと思われる[2]。 
 
5.3 ワークフロー型課題チェックシートのテンプレートの公開と複数クラスでの展開  (2009 年度後半以降) 
 




































[1]専修大学 Web 講義要項 (http://syllabus.acc.senshu-u.ac.jp/syllabus/syllabus/search/Menu.do) 
 
[2] 飯塚佳代「情報リテラシー提出課題の品質向上のためのしくみづくり～チェックシートを用いた学生・
SA・教員による課題品質確認フローの試行～」、2011 年度第３回情報科学研究所定例研究会（「情報  
教育」研究会） 
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